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第２２回学都仙台コンソーシアム定期総会議事録（要旨） 

 

１．日時                                       

 平成２９年２月２４日（金）１３時００分～１３時５９分 

 

２．場所                                       

 仙台国際ホテル 平成の間（仙台市青葉区中央４－６－１） 

 

３．出席者                                      

２７会員機関（出席者の役職名・氏名は＜別紙＞資料のとおり） 

石巻専修大学、尚絅学院大学、聖和学園短期大学、仙台白百合女子大学、仙台青葉学院短期大学、仙

台大学、東北学院大学、東北芸術工科大学、東北工業大学、東北生活文化大学・東北生活文化大学短

期大学部、東北大学、東北福祉大学、東北文化学園大学、東北医科薬科大学、宮城学院女子大学、宮

城教育大学、宮城誠真短期大学、仙台高等専門学校、公益財団法人仙台観光国際協会、仙台商工会議

所、一般財団法人東北多文化アカデミー、一般社団法人みやぎ工業会、国立研究開発法人理化学研究

所、宮城県、仙台市 

（委任状）放送大学宮城学習センター 

（欠席会員機関）宮城大学 

 

会議に先立ち、去る 1月２５日、前東北学院大学学長で本コンソーシアム元副会長・顧問を務められ

た、星宮望先生のご逝去を悼み、一同ご冥福をお祈りし黙とうを捧げた。 

 

４．定足数の確認等                                  

佐藤事務局長より、本会議の出席機関が２６機関、事前に意思表明があった機関が１機関あり、定足

数の１５に達している旨の報告があった。 

 

５．議長選出                                     

規約第１４条第５項に基づき、今野会長を議長に指名した。 

 

６．議事録署名人の選出                                     

規約第１７条第１項に基づき、東北学院大学の松本学長、仙台大学の阿部学長の２名を選出した。 

 

７．議事                                       

◆第１号議案 学都仙台コンソーシアムの改善に向けた提案について 

○学都仙台コンソーシアムの改善に向けた提案について、事務局及び各事業部会長から検討結果と今後

の改善に向けた提案について、配付資料に基づき説明が行われ、審議の結果、原案のとおり承認され

た。 
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◆第２号議案 平成２９年度事業計画（案）について

○平成２９年度事業計画（案）について、事務局及び各事業部会長から配付資料等に基づき説明が行わ

れ、審議の結果、原案のとおり承認された。

◆第３号議案 平成２９年度収支予算（案）について

○平成２９年度収支予算（案）について、事務局から配付資料に基づき説明が行われ、審議の結果、原

案のとおり承認された。

◆第４号議案 運営委員会委員の変更選出について

○平成２８年度運営委員会委員の任期途中における変更選出について、事務局から配付資料に基づき説

明が行われ、審議の結果、原案のとおり承認された。

◆第５号議案 各事業部会長について

○平成２９年度の各事業部会長について、事務局から配付資料に基づき説明が行われ、審議の結果、原

案のとおり承認された。

◆第６号議案 平成２９年度役員の補欠選任について

○本議案については、次年度の役員に変更がないことから、議案から削除した。

８．報告事項 

（１）各事業部会の活動報告について

【単位互換部会】

単位互換部会の長屋部会長から、配付資料に基づき、活動報告がなされた。 

・平成２７・２８年度の単位互換履修者に対して行ったアンケート調査の結果、単位互換制度を知っ

たきっかけはチラシや掲示物によること。改善点としては、制度の分かりにくさを挙げていたこと。

これを受けて、単位互換の履修者募集ポスターやホームページに「履修者の声」を掲載するなどの

改良を加えたこと。

【サテライトキャンパス部会】 

サテライトキャンパス部会の熊野部会長から、配付資料に基づき、活動報告がなされた。

・平成２８年度サテライトキャンパス公開講座は、産学連携講座(２講座)、講座仙台学(７講座)を含

め５６講座を開講したが、昨年度の６９講座よりやや減少したこと。参考までに平成１８年度から

平成２８年度までの実績受講者数を表にまとめた結果、本年度の受講者数(1,866 人)は、目標値

(2,289 人)に対して８２％であったこと。

【広報部会】 

広報部会の佐藤部会長から、配付資料に基づき、活動報告がなされた。 

・復興大学部会の組み入れやサークル紹介ワンストップサービス事業の廃止に伴いホームページを修正し
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たこと。 

・平成２８年度の広報サポートスタッフは昨年度より４名増えて８名となり、１２月にフリーペーパーＧ.

Ｓ.Ｃ.第１７号を発行したこと。現在は、第１８号発行を目標に作業を行っていること。 

・２０１６年度版リーフレットを 8,000 部作成し、各加盟機関等に配布したほか、県内教育委員会、高校、

中学校、報道機関にも配布したこと。 

 

【企画部会】 

企画部会の千葉部会長から、配付資料に基づき、事業進捗状況の活動報告がなされた。 

・部会開催は、メール審議を含め３回行ったこと。 

 ・活動内容としては、教員免許更新共同事務サーバーの運用、ＦＤ・ＳＤに関するワークショップ、

シンポジウムの情報提供、第 1回国際交流事業検討委員会での留学生の日本語教育、就職支援に関

しての検討、学都仙台コンソーシアム１０周年記念事業に関する企画立案などを行ったこと。 

 

【復興大学部会】 

復興大学部会の石川部会長から、配付資料に基づき、事業進捗状況の活動報告がなされた。 

 ・復興大学部会としての第 1回目の会議を８月２４日(水)に行ったこと。 

 ・第２回会議で、河北新報社が実施する「(仮)３１１「伝える/備える」次世代塾」事業との連携協力

について通信審議を行ったこと。 

 ・平成２７年度で終了した復興大学の事業規模からは縮小されたものの、従来の４事業を実施したこ

と。 

 

（２）学都仙台コンソーシアム設立１０周年記念事業について 

 学都仙台コンソーシアム設立１０周年記念事業実行委員会の見上委員長より、本総会終了後に開催さ

れる記念式典等について、配付資料に基づき報告がなされた。 

 

９．その他                                       

（１）退任される機関代表者の紹介について 

今野会長から、平成２８年度末をもって学長を退任される宮城大学西垣学長及び仙台白百合女子大

学牛渡学長の紹介がなされた後、牛渡学長から退任のご挨拶を頂いた。 

以 上 

 

 


